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1月8日から5日間、被災者の生活を支援するため
に、断水が継続する輪島市ふれあい健康センター
避難所へ、本市の備蓄資器材「AI 水循環システム
WOTA BOX」一式を帯同した支援職員を派遣しま
した。
徳島県の被災地支援・入浴支援チームの一員とし
て、避難者の入浴をサポートするために備蓄資器
材とともに職員を派遣したものです。
今後も、徳島県等と連携し、継続して被災者の生
活や被災地の復旧・復興を支援する予定です。

うだつアリーナで行われた出初め式

消防車両観閲

危機管理課   ☎５２－１６７７問
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令和６年１月に次の方が100歳を迎え、県と市から祝い状等が贈られました。
おめでとうございます。

佐藤 充生さん
（脇町・再任）

三宅　マサコさん（大正13年 1月18日生、貞安）

全国大会優勝！ 中学校硬式野球

100 歳おめでとうございます

「野球しようぜ」大谷翔平
選手からのグローブ到着

人権擁護委員が決定

三島中学校  第23回全国
中学校総合文化祭参加

メジャーリーグで活躍する大谷翔
平選手から市内小学校８校へ、
グローブ合計 24 個が寄贈されま
した。寄贈されたグローブは、「子
どもたちが野球というスポーツに
触れ、興味を持つきっかけになっ
てほしい」という大谷選手のお気
持ちを大切にし、各学校の状況に
応じて活用していきます。

12 月26 日～ 28 日に沖縄県石垣
市で開催された中学硬式野球１年
生限定の全国大会「石垣市長杯
Rookie Baseball Cup」で、十
川大晟さん（脇町中学校）、三宅
圭汰さん（江原中学校）、髙木寅
夫さん（美馬中学校）が所属する
「徳島藍住リトルシニア」が優勝し
ました。
各地区の予選を勝ち抜いた16
チームが参加した同大会で、四国
代表として出場した徳島藍住は初
戦の北海道代表チームを７－６で
破ると、その勢いのまま決勝戦ま
で駒をすすめました。最終日に予
定されていた関西代表「橿原磯城
リトルシニア」との決勝戦はあい
にくの雨により中止となったため

市が人権擁護委員に推薦していた３名が、法務大臣から委嘱されました。
人権擁護委員は、法務局と連携して人権相談を受け、問題解決のお
手伝いをしたり、人権侵害の被害者を救済したり、地域の皆さんに人
権について関心を持ってもらうための啓発活動を行っています。

大会規定により両チームが優勝、
徳島藍住は同大会２回目の出場
にして初優勝をかざりました。
主将の十川大晟さんは「目標とし
ていたベスト４以上の結果が残せ
て嬉しい。今大会で課題も多く見
つかったので、この結果に満足す
ることなくこれからも練習に励んで
いきたい。」と次の大会に向けて
決意を新たにされていました。

三島中学校 3 年生が徳島県代表
として人権劇を披露し、全国から
集まった皆様から盛大な拍手と歓
声をいただきました。今まで取り
組んできたことを全て出し切り、
とてもよい経験になり、忘れられ
ない思い出となりました。

藤本 すみ江さん
（脇町・再任）

前田 ヒロ子さん
（脇町・新任）

地域レポート

徳島県更生保護関係者顕彰式典受賞者紹介

徳島県社会福祉功労表彰

農業委員および農地利用最
適化推進委員に対する知事
感謝状贈呈

ビューティーフィットネス世界大
会（K-CLASSIC）銀メダリスト
による表敬訪問

11月13日あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）において、式典が
開催され、長年にわたる地域での更生保護活動に尽力された個人や
団体を讃える表彰式が行われました。美馬市からは次の方々と団体が
受賞されました。（順不同・敬称略）

四国地方更生保護委員会委員長表彰
四国地方更生保護委員会委員長感謝状
四国地方保護司連盟会長表彰
徳島県知事感謝状
徳島保護観察所長表彰
徳島県保護司会連合会会長表彰

日本更生保護女性連盟理事長表彰
四国地方更生保護女性連盟会長表彰
徳島保護観察所長感謝状

徳島保護観察所長感謝状

荒岡 清子（八幡）
藤島 園枝（入倉）
川田 多恵子（天神北）

（株）みどり建設（竹ノ内）

保護司会

更生保護女性会

団体

香西 俊幸（拝原）
森　廣一（脇町）
宮田　一（三島）
勢古 光男（樫原）
久保　登（穴吹）
西谷 明彦（中筋）

第67回徳島県社会福祉大会（11月16日あわぎんホール（徳島県郷
土文化会館））において、社会福祉に功績のあった個人や団体を讃え
る表彰があり、次の方 と々団体が受賞されました。（順不同・敬称略）

美馬市農地利用最適化推進委員
の田中耕治さんが、知事感謝状
を贈呈されました。田中耕治さん
は、平成23年７月20日から令和
５年７月19 日まで農業委員とし
て、令和５年８月から農地利用
最適化推進委員として、農業委
員会の職務に熱心に取り組まれ、
現在に至る12 年間の長きにわた
り、地域農業の振興と発展に寄
与してこられました。

11月12日に韓国で開催された
ビューティーフィットネス世界大会
（K-CLASSIC）に出場し、銀メダル
を獲得された美馬市在住の浦辺実
奈さんが市役所を訪れました。今
後も1番を目指して、トレーニング
に取り組んでいくとともに美馬市の
フィットネス人口の増加や意識の
向上に努めていきたいと意気込み
を語っていただきました。

名誉大会長表彰（知事表彰）
社会福祉事業功労者
国岡美千代（蕨草）　國見冨美子（柴床南）　佐和良佳（中曽江）
藤岡カヨ子（藤川）　藤本輝子（開拓）

ボランティア功労者・団体　佐藤勝代（西の丁）　和田直子（西の丁）

大会長表彰（徳島県社会福祉協議会会長表彰）
民生委員・ 児童委員功労者　
小笠正明（山路）　藤本佐智子（東大谷奥）　古田明義（下曽江北）

社会福祉事業功労者・団体
青木満代（東原）　髙田千春（天神）　前田進一（仕出原）
山本三重子（尾山）　吉田紀子（別所上）

ボランティア功労者 ・団体　青木幸代（東原）

大会長表彰（徳島県共同募金会会長表彰）
地区団体
〈美馬町〉　入倉自治会　滝ノ宮自治会
〈脇　町〉 芋穴・長入自治会　上中野自治会　北庄自治会

北町東之町自治会　清水上自治会
〈穴吹町〉　調子野自治会　常盤自治会　丸山自治会
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穴吹認定こども園は、令和６
年４月１日「公私連携幼保連
携型認定こども園 穴吹かもめ
こども園」として開園します。
公私連携型に移行することに
より、多様化している就学前
の子どもに対する教育・保育
ニーズに対応するとともに、
さらなる教育・保育サービス
の充実を図り、安定的で継続
した園の運営を目指します。社会福祉法人かもめ福祉会と

「公私連携幼保連携型認定こど
も園の設置及び運営に関する協
定」を締結しました。

（福）かもめ福祉会と穴吹
認定こども園の運営に関
する協定を締結

ジェロントロジーワークショップを開催

脇ライオンズクラブ（松考 浩会長）
からチャリティーゴルフ大会の寄
附をいただきましたので有効活用
させていただきます。

脇ライオンズクラブ チャリ
ティーゴルフ大会寄附

ワークショップを開催し、ジェロントロジー市民アンバサダーとジェロン
トロジー総合講座受講済の方19名が参加しました。
はじめに、ジェロントロジー市民アンバサダー認定証を贈呈し、アンバ
サダーからは「アンバサダーとして様々な情報をできるだけたくさんの
方に伝達していきたい」といった声がありました。ワークショップでは、
ジェロントロジー総合講座を展開している一般財団法人日本総合研究
所の主任研究員である林遼太郎氏と、副主任研究員の毛利有紀子氏
の進行により、ジェロントロジー市民アンバサダーとしてどんな一歩を
踏み出すかなど皆で考え、話し合いました。

ジェロントロジーは、「人生100年時代」を生き抜くために必要
な知識や知恵を様々な分野から幅広く学び生かす学問です。ジェ
ロントロジー総合講座ではその基礎が学べます。皆さんも次の
機会にジェロントロジーを学んでみませんか？

ジェロントロジー市民アンバサダー･･･ジェロントロジー総合講座を修了
した方をジェロントロジー市民アンバサダーとして認定しています。
※

美と健康のまち推進課   ☎５２－５７３０

子どもすこやか課
☎５２－５６０６

問

問

コミュニティ助成事業は、宝くじの
受託事業収入を財源として、一般
財団法人自治総合センターが行う
宝くじの社会貢献広報事業のひと
つです。
高齢者等が安心して自治会活動に
参加できるよう、次の10自治会の
集会所に、座椅子と座卓の整備を
行いました。これを機に、コロナ禍
で停滞していた自治会活動が再開
され、地域の交流拠点となること
が期待されます。

・猿飼自治会
・大内自治会
・弓道自治会
・神田自治会
・宮原自治会

・中村自治会
・落久保自治会
・助松自治会
・段池梅自治会
・丈寄自治会

コミュニティ助成事業で
コミュニティ活動に必要
な備品を整備

新春の阿波路を駆け抜ける「第 70 回記念徳島駅伝」が、
１月４日から２日間にわたり23区間116.5 ㎞で、16 郡市
が参加し開催されました。
美馬市チームは、選手一人ひとりが最後まで仲間を信じ、
任された区間を粘り強く走り抜き、総合４位入賞を達成す
ることができました。また、チーム発足以降、最高位となる「中
学生総合優勝・女子総合優勝」のタイトルをダブルで手に
することができました。
この結果は、１年を通して厳しい練習に耐えてきた選手達
の努力の賜物でもありますが、様々な機会にご協力をいた
だいた地域・学校や保護者の皆様、そして沿道でご声援い
ただいた市民の皆さんのお陰と選手・関係者一同感謝して
います。引き続き、美馬市チームに暖かいご支援とご協力
をよろしくお願いします。

第 70回記念徳島駅伝
総合４位入賞、
中学生総合・女子総合のW優勝！

　木屋平に来て、はや一年が
経ちました。心優しい木屋平
の方々と周囲の自然に慣れ親
しむうちに、当初感じていた
不便さと心細さは気にならな
くなり、いつしか第２の故郷
のように感じるようになってお
りました。剣山という霊峰が
自宅からわずか一時間弱の距
離にあるという環境も、山登
りが好きな私には絶好のロ
ケーションでした。
　業務においてはラクバスの
運行では山深い地域の方々を
送迎するにあたり、利用者の
方々から「定期的に運行して
くれるので便利」「市営バス

がなくなったので助かってい
る」「運転が丁寧で乗り心地が
よい」といったうれしいお声を
いただきました。４月の「木
屋平さくらまつり」８月の「緑
とふれあい夏祭り」11月の「こ
やだいら産業と文化の祭り」
などイベントの企画・運営で
は地域づくり実行委員会や消
防団・青年団の方々などと力
をあわせて準備に励み、木屋
平地区の住民パワーをひしひ
しと感じることができました。
　地域の記録誌の制作活動に
おいては、木屋平の歴史を調
べるために、木屋平に住まわ
れる方々へのインタビューや風
景取材をするうちに、木屋平
のより奥深いところを知り、自
然とともに生きる方々の優し
さ、温かみに触れられました。
地域の記録誌が完成したら、

美馬市役所や各市民サービス
センターに展示予定ですので、
楽しみにしてください。
　私はこの３月末で退任する
こととなりましたが、自然豊か
な場所で自身の家庭を築き地
域に根付いて生活する、といっ
た目標の実現を目指し、この
木屋平で得た経験をこれから
の人生に生かしていけたら、と
考えております。みなさま、本
当にありがとうございました。

隊員 : 樋口 雅武
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災害から身を守る

地震災害の避難方法の一例を紹介します。災害時の避難の参考
にしてください。

出典：（株）エフエム徳島 . 防災ハンドブック2023 年度版 .P38-39

災害は被災する地域や時間帯、そのほかの環境により変化します。
適切な避難方法はみなさん自らが生み出す必要があります。

地震発生から避難所まで

身の安全を守る。脱出口の確保
まず身を守ることに徹します。机や
ベッドの下に身を隠し、寝ていると
きは布団・枕で頭を守ります。

みんなの安全を確認

危険箇所から速やかに避難

家族の安全を確認します。
屋内でもクツをはきます。
ガスの元栓を閉めます。

家屋の倒壊、土砂災害、津波、
火災の延焼などの危険があれ
ばただちに避難します。
自宅を離れるときは電気のブ
レーカーを落とし、出火を防
止します。

避難所へ向かう
非常用持ち出し品を手元
に用意します。

避難するときは集団で行
動します。
ブロック塀、切れた電線、
ガラス窓には近づかない
ようにします。
避難は徒歩で。

協力して消火・救出・救護活動

ラジオなどで正しい情報を確認
デマにまどわされないように注意しま
しょう。

数時間～３日で支援が到着

地震発生

２～５分

10分

３日後

避難所

避
難
所
へ

大きなゆれは
２～５分間
続きます

しばらくは
余震が続き
ます

穴吹小学校で防災教室開催
更生保護女性会と美馬市消防本部
による防災教室が穴吹小学校で行
われました。更生保護女性会からは
非常用持出袋が寄贈され、会長の
谷 明美さんが「家庭内でも防災対
策について話し合ってほしい。」と子
どもたちに伝えました。その後、美
馬市消防本部によって、消火器を使
用した放水訓練や、煙体験ハウスを
用いた煙の中を安全に移動する訓
練が行われました。

12/20

※おはなし会、将棋サロン、出張図書館などの日程は、市民カレンダーをご確認ください。※【参加費】の記載がない
イベントは無料です。※図書館内の展示物は、図書館開館時間内のみ観覧いただけます。

図書館だより 開館時間　９:00～19:00
休館日　火曜日・毎月第 3木曜日

美馬市立図書館 ☎53-9666

世界農業遺産
「にし阿波の傾斜地農耕システム」展

「にし阿波の傾斜地農耕システム」は、2018 年 3
月に、世界的に重要な農林水産業を営む地域とし
て、国際連合食料農業機関（FAO）から世界農業
遺産（GIAHS）として認定されました。その伝統
的な山村景観や食文化、そして農耕にまつわる伝
統行事などについて紹介します。また、穴吹高校、
脇町高校など「にし阿波」地域内の高校による世
界農業遺産に関する取組展示とともに、大地の成
り立ちなどジオパークについてのパネル展示も併
せて行います。

読み聞かせと工作でひなまつりを楽しみましょう♪

本棚川柳 
in 美馬市立図書館
図書館の書棚から好きな本を２冊以上選び、そ
のタイトルを組み合わせて５・７・５の川柳を
作る「本棚川柳」。募集した作品は館内にて展示・
投票ののち、５月に開催予定の「図書館まつり」
で最優秀賞などの発表を行います。

図書館の最新情報は
SNS をチェック！

【期間】３月２日（土）～ ３月 24日（日）
【場所】図書館 エントランス・板間のハコ・

フリースペース
【主催】徳島剣山世界農業遺産推進協議会・三

好ジオパーク構想推進協議会・美馬市
立図書館

【応募期間】２月10日（土）～ ３月 31日（日）
【応募資格】小学生～一般
【応募点数】ひとり 10 句まで
【応募方法】図書館内に設置している所定の用紙に

作品等を記入し、応募してください。
応募用紙は、美馬市 HP・ミライズ（図
書館）HP・図書館公式 Facebook・
インスタグラムからもダウンロードでき
ます。

期間中、図書館内のリーディン
グカフェ「梲珈琲」でドリンク
を購入された方を対象に、ス
タッフおすすめの本が書かれた
おみくじ入りのフォーチュン
チョコレートをお配りします！ 

バレンタイン企画
「美馬市立図書館チョコっとサービス」

雑誌「現代農業」の出版元である農山漁村文化協
会（農文協）による野菜づくり講座です。
DVD を視聴しながら、野菜づくりのコツと裏ワザ
について教わります。

【期間】２月10日（土）～  無くなり次第終了

【日時】２月25日（日）午後２時～午後3時30分

野菜づくりのコツと裏ワザ 〈春・夏野菜編〉

本がもっと好きになる！「読書のアニマシオン」
レクリエーションを交えた、本を読むのが楽しくな
る参加型のおはなし会です。

ギター教室
ギターの基礎と簡単なコードの練習をして、楽し
くギターを弾こう♪初心者大歓迎です！

ひなまつりのおはなし会＆季節の工作

図書館 おはなしのハコ【場所】

一般【対象】

※事前申込要（2/10～）
先着 15 名【定員】

一般社団法人 農山漁村文化協会
長谷川 貴央 氏

【講師】

【日時】３月２日（土）午後２時～午後３時
図書館 おはなしのハコ【場所】
幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）【対象】
先着 15 名（保護者を含む）【定員】
※事前申込要（2/17～）

【日時】３月９日（土）午後２時～午後２時45分
図書館 おはなしのハコ【場所】
幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）【対象】
先着 15 名（保護者を含む）【定員】
※事前申込要（2/24～）

【日時】３月24日（日）

図書館 おはなしのハコ【場所】

小学生～一般【対象】
三上 浩司 さん（美馬音楽教室）【講師】

各回先着 10 名【定員】
※事前申込要（3/9～）
※ギターをお持ちの方は持参ください。
　貸しギターもあります。（数に限りあり）

＜初心者コース＞ ①午後１時 30分～午後３時
＜リズムコース＞ ②午後３時 30分～午後５時
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